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　生解説全体は 4 群に分けられる。A 群（図 1）は話速が
305.8 文字 / 分で最も速く、次に早い B 群と比較しても56 文
字 / 分の差、最も遅い C 群とは 91.1 文字 / 分の差があった。
また、その他の比率が他のクラスターが 3.0％以下に対し A
群は 19.1% で最も高い結果となった。A 群は天体の性質や
その他など多くの話を詰め込んで話す解説員だと考えられる。
年齢を見ると、すべて 40 歳以上であった。
　B 群（図 2）は 11 名で最も人数の多いクラスターである。
天体の性質の比率が 29.8% で最も高く、話速は 249.8 文字




く、話速は 214.7 文字 / 分で最も遅い結果となった。天文学
以外の神話などを比較的多く含めてゆっくりと話す解説員だと
考えられる。
　D 群（図 4）は星・星座の探し方の比率が 36.1% で最も高く、







































































　全収録 34 音声と、夏の大三角部分収録 27 音声での主な星座や天
体の個数を測定した。表 10 は解説全体における惑星・恒星解説内容
の内訳である。夏の大三角において惑星・恒星の解説はほとんどなかっ





表 11　全 61 音声中における抽出語数
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